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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報表示装置との通信を行う通信部と、
　前記情報表示装置とのリンクの有無を示すリンク状態情報を管理するリンク状態管理部
と、
　調理器具への加熱動作を行う加熱部と、
　ユーザの操作を受け付ける入力部と、
　前記入力部における前記ユーザの操作に基づいて、制御対象である前記通信部および前
記加熱部のいずれかを制御する制御部と、を備え、
　前記リンクが有るときに、前記入力部における前記ユーザの操作が行われた場合、前記
制御部は、前記通信部に対して、前記情報表示装置において表示されている第１画像を第
２画像へ切り替える指示を示す指示情報を、前記情報表示装置へ送信させ、前記入力部に
おける前記ユーザの操作に応じて、前記加熱部に対して前記加熱動作を制御せず、
　前記リンクが無いときに、前記入力部における前記ユーザの操作が行われた場合、前記
制御部は、前記通信部に対して、前記情報表示装置において表示されている第１画像を第
２画像へ切り替える指示を示す指示情報を、前記情報表示装置へ送信せず、前記入力部に
おける前記ユーザの操作に応じて、前記加熱部に対して前記加熱動作を制御する、
　加熱調理装置。
【請求項２】
　前記第１画像および前記第２画像は、それぞれ、前記加熱調理装置における作業工程を
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含む複数の作業工程の中の一の作業工程を示す画像である、
　請求項１に記載の加熱調理装置。
【請求項３】
　前記第２画像は、前記第１画像の示す作業工程の次に行われるべき作業工程を示す画像
である、
　請求項２に記載の加熱調理装置。
【請求項４】
　前記第２画像は、前記第１画像の示す作業工程の直前に行われるべき作業工程を示す画
像である、
　請求項２に記載の加熱調理装置。
【請求項５】
　前記ユーザの操作によって前記制御部の前記制御対象を切り替える切替部をさらに備え
、
　前記リンクが有るときに、前記切替部への操作が行われた場合、前記制御部は、前記入
力部における前記ユーザの操作に応じて、前記加熱部に対して前記加熱動作を制御する、
　請求項１に記載の加熱調理装置。
【請求項６】
　前記加熱部へ前記調理器具が載置されたか否かを検知する検知部をさらに備え、
　前記通信部は、
　前記情報表示装置から、当該情報表示装置とのリンクを要求するリンク要求情報を受信
し、
　前記通信部が前記リンク要求情報を受信した後に、前記検知部が、前記調理器具の載置
を検知した場合、前記通信部は前記リンクを確立させるために前記リンク要求情報への応
答であるリンク応答情報を前記情報表示装置へ送信する、
　請求項１に記載の加熱調理装置。
【請求項７】
　前記情報表示装置との前記リンクが確立された場合、前記リンク状態管理部は、前記リ
ンクが有るとして前記リンク状態情報を更新する、
　請求項６に記載の加熱調理装置。
【請求項８】
　前記リンクが無いときに、前記入力部における前記ユーザの操作が行われた場合、前記
制御部は、前記加熱部に対して、前記加熱動作を制御する、
　請求項１に記載の加熱調理装置。
【請求項９】
　前記制御部は、前記加熱部に対して、前記加熱動作の強弱を制御する、
　請求項８に記載の加熱調理装置。
【請求項１０】
　情報表示装置との通信を行う通信部と、
　前記情報表示装置とのリンクの有無を示すリンク状態情報を管理するリンク状態管理部
と、
　調理器具への加熱動作を行う加熱部と、
　ユーザの操作を受け付ける入力部と、
　前記入力部における前記ユーザの操作に基づいて、制御対象である前記通信部および前
記加熱部のいずれかを制御する制御部と、を備え、
　前記リンクが有るときに、前記入力部における前記ユーザの操作が行われた場合、前記
制御部は、前記通信部に対して、前記情報表示装置において表示されている第１画像を第
２画像へ切り替える指示を示す指示情報を、前記情報表示装置へ送信させ、前記入力部に
おける前記ユーザの操作に応じて、前記加熱部に対して前記加熱動作を制御せず、前記リ
ンクが無いときに、前記入力部における前記ユーザの操作が行われた場合、前記制御部は
、前記通信部に対して、前記情報表示装置において表示されている第１画像を第２画像へ
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切り替える指示を示す指示情報を、前記情報表示装置へ送信せず、前記入力部における前
記ユーザの操作に応じて、前記加熱部に対して前記加熱動作を制御する加熱調理装置と、
通信を行う前記情報表示装置であって、
　画像を表示する表示部と、
　前記指示情報に基づいて、前記表示部において表示されている前記第１画像を前記第２
画像へ切り替える表示制御部と、を備える、
　情報表示装置。
【請求項１１】
　前記第１画像および前記第２画像は、それぞれ、前記加熱調理装置における作業工程を
含む複数の作業工程の中の一の作業工程を示す画像である、
　請求項１０に記載の情報表示装置。
【請求項１２】
　前記第２画像は、前記第１画像の示す作業工程の次に行われるべき作業工程を示す画像
である、
　請求項１１に記載の情報表示装置。
【請求項１３】
　前記第２画像は、前記第１画像の示す作業工程の直前に行われるべき作業工程を示す画
像である、
　請求項１１に記載の情報表示装置。
【請求項１４】
　情報表示装置との通信を行う通信部と、調理器具への加熱動作を行う加熱部と、ユーザ
の操作を受け付ける入力部と、前記入力部における前記ユーザの操作に基づいて制御対象
である前記通信部および前記加熱部のいずれかを制御するコンピュータとを備える加熱調
理装置の動作を制御する制御方法であって、
　前記コンピュータに対して、
　前記通信部に前記情報表示装置と通信させ、
　前記情報表示装置とのリンクの有無を示すリンク状態情報を管理させ、
　前記加熱部に調理器具への加熱動作を行わせ、
　前記入力部に前記ユーザの操作を受け付けさせ、
　前記入力部における前記ユーザの操作に基づいて、前記制御対象を制御させ、
　前記リンクが有るときに、前記ユーザの操作を受け付けた場合、前記制御対象である前
記通信部に対して、前記情報表示装置において表示されている第１画像を第２画像へ切り
替える指示を示す指示情報を、前記情報表示装置へ送信させ、前記入力部における前記ユ
ーザの操作に応じて、前記加熱部に対して前記加熱動作を制御せず、前記リンクが無いと
きに、前記入力部における前記ユーザの操作が行われた場合、前記通信部に対して、前記
情報表示装置において表示されている第１画像を第２画像へ切り替える指示を示す指示情
報を、前記情報表示装置へ送信せず、前記入力部における前記ユーザの操作に応じて、前
記加熱部に対して前記加熱動作を制御する、
　制御方法。
【請求項１５】
　ネットワークを介して、情報表示装置および加熱調理装置と接続する調理器具であって
、
　前記情報表示装置および前記加熱調理装置との通信を行う通信部と、
　前記情報表示装置とのリンクの有無を示すリンク状態情報を管理するリンク状態管理部
と、
　ユーザの操作を受け付ける入力部と、
　前記入力部における前記ユーザの操作に基づいて、前記通信部に、制御対象である前記
情報表示装置および前記加熱調理装置のいずれかへ、前記制御対象を制御する制御信号を
送信させる制御部と、を備え、
　前記リンク状態であるときに、前記入力部における前記ユーザの操作が行われた場合、
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前記制御部は、前記通信部に前記情報表示装置において表示されている第１画像を第２画
像へ切り替える指示を示す指示情報を、前記情報表示装置へ送信させる、
　調理器具。
【請求項１６】
　情報表示装置との通信を行う通信部と、調理器具への加熱動作を行う加熱部と、ユーザ
の操作を受け付ける入力部と、前記入力部における前記ユーザの操作に基づいて制御対象
である前記通信部および前記加熱部のいずれかを制御するコンピュータとを備える加熱調
理装置の動作を制御するコンピュータプログラムであって、
　前記コンピュータに対して、
　前記通信部に前記情報表示装置と通信させる処理と、
　前記情報表示装置とのリンクの有無を示すリンク状態情報を管理させる処理と、
　前記加熱部に調理器具への加熱動作を行わせる処理と、
　前記入力部に前記ユーザの操作を受け付けさせる処理と、
　前記入力部における前記ユーザの操作に基づいて、前記制御対象を制御させる処理と、
　前記リンクが有るときに、前記ユーザの操作を受け付けた場合、前記制御対象である前
記通信部に対して、前記情報表示装置において表示されている第１画像を第２画像へ切り
替える指示を示す指示情報を、前記情報表示装置へ送信させ、前記入力部における前記ユ
ーザの操作に応じて、前記加熱部に対して前記加熱動作を制御せず、前記リンクが無いと
きに、前記入力部における前記ユーザの操作が行われた場合、前記通信部に対して、前記
情報表示装置において表示されている第１画像を第２画像へ切り替える指示を示す指示情
報を、前記情報表示装置へ送信せず、前記入力部における前記ユーザの操作に応じて、前
記加熱部に対して前記加熱動作を制御する処理と、を実行させる、
　コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、加熱調理装置、情報表示装置、制御方法、調理器具、およびコンピュータプ
ログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、サーバから端末装置へレシピ情報を提供することにより、端末装置のユーザの調
理を支援するシステムが提案されている。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、端末装置から所定の料理のレシピ情報がサーバへ要求された
場合、サーバから端末装置に対して調理工程ごとの調理状態を示す動画が提供されるシス
テムが提案されている。これにより、端末装置のユーザは、調理工程ごとに具体的な調理
状態を確認でき、スムーズに調理を進めることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－２９０９５５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述したシステムでは、画面に対する手動操作または音声入力により、動画表示の進行
を指示することができるとしている。しかしながら、調理中は手が汚れるため、ユーザは
端末装置に触れたくないという課題がある。また、音声入力は短い単語の認識精度が低い
という課題がある。
【０００６】
　本発明の目的は、ユーザが端末装置に触れることなく、確実に画面表示を切り替えるこ
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とができる加熱調理装置、情報表示装置、制御方法、調理器具、およびコンピュータプロ
グラムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様に係る加熱調理装置は、情報表示装置との通信を行う通信部と、前記情
報表示装置とのリンクの有無を示すリンク状態情報を管理するリンク状態管理部と、調理
器具への加熱動作を行う加熱部と、ユーザの操作を受け付ける入力部と、前記入力部にお
ける前記ユーザの操作に基づいて、制御対象である前記通信部および前記加熱部のいずれ
かを制御する制御部と、を備え、前記リンクが有るときに、前記入力部における前記ユー
ザの操作が行われた場合、前記制御部は、前記通信部に対して、前記情報表示装置におい
て表示されている第１画像を第２画像へ切り替える指示を示す指示情報を、前記情報表示
装置へ送信させ、前記入力部における前記ユーザの操作に応じて、前記加熱部に対して前
記加熱動作を制御せず、前記リンクが無いときに、前記入力部における前記ユーザの操作
が行われた場合、前記制御部は、前記通信部に対して、前記情報表示装置において表示さ
れている第１画像を第２画像へ切り替える指示を示す指示情報を、前記情報表示装置へ送
信せず、前記入力部における前記ユーザの操作に応じて、前記加熱部に対して前記加熱動
作を制御する構成を採る。
【０００８】
　本発明の一態様に係る情報表示装置は、情報表示装置との通信を行う通信部と、前記情
報表示装置とのリンクの有無を示すリンク状態情報を管理するリンク状態管理部と、調理
器具への加熱動作を行う加熱部と、ユーザの操作を受け付ける入力部と、前記入力部にお
ける前記ユーザの操作に基づいて、制御対象である前記通信部および前記加熱部のいずれ
かを制御する制御部と、を備え、前記リンクが有るときに、前記入力部における前記ユー
ザの操作が行われた場合、前記制御部は、前記通信部に対して、前記情報表示装置におい
て表示されている第１画像を第２画像へ切り替える指示を示す指示情報を、前記情報表示
装置へ送信させ、前記入力部における前記ユーザの操作に応じて、前記加熱部に対して前
記加熱動作を制御せず、前記リンクが無いときに、前記入力部における前記ユーザの操作
が行われた場合、前記制御部は、前記通信部に対して、前記情報表示装置において表示さ
れている第１画像を第２画像へ切り替える指示を示す指示情報を、前記情報表示装置へ送
信せず、前記入力部における前記ユーザの操作に応じて、前記加熱部に対して前記加熱動
作を制御する加熱調理装置と、通信を行う前記情報表示装置であって、画像を表示する表
示部と、前記指示情報に基づいて、前記表示部において表示されている前記第１画像を前
記第２画像へ切り替える表示制御部と、を備える構成を採る。
【０００９】
　本発明の一態様に係る制御方法は、情報表示装置との通信を行う通信部と、調理器具へ
の加熱動作を行う加熱部と、ユーザの操作を受け付ける入力部と、前記入力部における前
記ユーザの操作に基づいて制御対象である前記通信部および前記加熱部のいずれかを制御
するコンピュータとを備える加熱調理装置の動作を制御する制御方法であって、前記コン
ピュータに対して、前記通信部に前記情報表示装置と通信させ、前記情報表示装置とのリ
ンクの有無を示すリンク状態情報を管理させ、前記加熱部に調理器具への加熱動作を行わ
せ、前記入力部に前記ユーザの操作を受け付けさせ、前記入力部における前記ユーザの操
作に基づいて、前記制御対象を制御させ、前記リンクが有るときに、前記ユーザの操作を
受け付けた場合、前記制御対象である前記通信部に対して、前記情報表示装置において表
示されている第１画像を第２画像へ切り替える指示を示す指示情報を、前記情報表示装置
へ送信させ、前記入力部における前記ユーザの操作に応じて、前記加熱部に対して前記加
熱動作を制御せず、前記リンクが無いときに、前記入力部における前記ユーザの操作が行
われた場合、前記通信部に対して、前記情報表示装置において表示されている第１画像を
第２画像へ切り替える指示を示す指示情報を、前記情報表示装置へ送信せず、前記入力部
における前記ユーザの操作に応じて、前記加熱部に対して前記加熱動作を制御するように
した。
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【００１０】
　本発明の一態様に係る調理器具は、ネットワークを介して、情報表示装置および加熱調
理装置と接続する調理器具であって、前記情報表示装置および前記加熱調理装置との通信
を行う通信部と、前記情報表示装置とのリンクの有無を示すリンク状態情報を管理するリ
ンク状態管理部と、ユーザの操作を受け付ける入力部と、前記入力部における前記ユーザ
の操作に基づいて、前記通信部に、制御対象である前記情報表示装置および前記加熱調理
装置のいずれかへ、前記制御対象を制御する制御信号を送信させる制御部と、を備え、前
記リンク状態であるときに、前記入力部における前記ユーザの操作が行われた場合、前記
制御部は、前記通信部に前記情報表示装置において表示されている第１画像を第２画像へ
切り替える指示を示す指示情報を、前記情報表示装置へ送信させる構成を採る。
【００１１】
　本発明の一態様に係るコンピュータプログラムは、情報表示装置との通信を行う通信部
と、調理器具への加熱動作を行う加熱部と、ユーザの操作を受け付ける入力部と、前記入
力部における前記ユーザの操作に基づいて制御対象である前記通信部および前記加熱部の
いずれかを制御するコンピュータとを備える加熱調理装置の動作を制御するコンピュータ
プログラムであって、前記コンピュータに対して、前記通信部に前記情報表示装置と通信
させる処理と、前記情報表示装置とのリンクの有無を示すリンク状態情報を管理させる処
理と、前記加熱部に調理器具への加熱動作を行わせる処理と、前記入力部に前記ユーザの
操作を受け付けさせる処理と、前記入力部における前記ユーザの操作に基づいて、前記制
御対象を制御させる処理と、前記リンクが有るときに、前記ユーザの操作を受け付けた場
合、前記制御対象である前記通信部に対して、前記情報表示装置において表示されている
第１画像を第２画像へ切り替える指示を示す指示情報を、前記情報表示装置へ送信させ、
前記入力部における前記ユーザの操作に応じて、前記加熱部に対して前記加熱動作を制御
せず、前記リンクが無いときに、前記入力部における前記ユーザの操作が行われた場合、
前記通信部に対して、前記情報表示装置において表示されている第１画像を第２画像へ切
り替える指示を示す指示情報を、前記情報表示装置へ送信せず、前記入力部における前記
ユーザの操作に応じて、前記加熱部に対して前記加熱動作を制御する処理と、を実行させ
るようにした。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、ユーザが端末装置に触れることなく、確実に画面表示を切り替えるこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施の形態１に係る表示制御システムの構成の一例を示すブロック図
【図２】本発明の実施の形態１に係る調理工程画像の構成の一例を示す図
【図３】本発明の実施の形態１に係る調理機器の一例を示す図
【図４】本発明の実施の形態１に係る表示制御システムの動作の一例を示すフローチャー
ト
【図５】本発明の実施の形態２に係る表示制御システムの構成の一例を示すブロック図
【図６】本発明の実施の形態２に係る表示制御システムの動作の一例を示すフローチャー
ト
【図７】本発明の実施の形態３に係る表示制御システムの構成の一例を示すブロック図
【図８】本発明の実施の形態３に係る表示制御システムの動作の一例を示すシーケンス図
【図９】本発明の実施の形態４に係る表示制御システムの構成の一例を示すブロック図
【図１０】本発明の実施の形態４に係る表示制御システムの動作の一例を示すシーケンス
図
【図１１】本発明の変形例１に係るＩＨ調理器の一例を示す図
【図１２】本発明の変形例１に係るＩＨ調理器の使用例を示す図
【図１３】本発明の変形例１に係るＩＨ調理器の使用例を示す図
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【図１４】本発明の変形例１に係るＩＨ調理器のリングおよび端末の画面表示の一例を示
す図
【図１５】本発明の実施の形態１～４に係る端末装置の機能をソフトウェアにより実現す
るコンピュータのハードウェア構成の一例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。
【００１５】
　（実施の形態１）
　本発明の実施の形態１について説明する。
【００１６】
　本実施の形態に係る表示制御システムの構成について図１を用いて説明する。図１は、
本実施の形態に係る表示制御システムの構成の一例を示すブロック図である。図１に示す
ように、この表示制御システムは、端末１００（本発明の情報表示装置の一例）と調理機
器２００（本発明の加熱調理装置の一例）を有する。
【００１７】
　図１において、端末１００と調理機器２００は、例えば、無線ネットワークを介して接
続される。無線ネットワークで用いられる通信方式は、例えば、公知の近距離無線通信方
式である。
【００１８】
　まず、端末１００の構成について説明する。
【００１９】
　端末１００は、例えば、スマートフォンまたはタブレットなどの情報処理装置である。
端末１００は、通信部１０、記憶部１１、制御部１２、出力部１３を備える。なお、図示
を省略しているが、端末１００は、ユーザの操作を受け付ける、ボタン、タッチパネルな
どの入力部を備えてもよい。
【００２０】
　通信部１０は、他の装置と通信する通信インターフェースである。
【００２１】
　例えば、通信部１０は、調理機器２００から送信された遷移指示情報を受信する。遷移
指示情報とは、端末１００における画面表示の遷移を制御する情報である。なお、本明細
書において「画面表示」とは、ある画像（例えば、文字、図形、記号等を含む）が画面に
表示されることを意味する。また、本明細書において「画面表示の遷移」とは、ある画像
が画面に表示されている状態から別の画像が画面に表示される状態へ切り替わることを意
味する。また、ここでいう画像とは、例えば、後述する調理工程画像である。
【００２２】
　記憶部１１は、メモリまたはハードディスクなどの記憶デバイスである。
【００２３】
　例えば、記憶部１１は、調理工程画像の情報（以下、調理工程画像情報という）を記憶
する。調理工程画像とは、所定の料理（レシピ）の複数の調理工程それぞれに対応する画
像である。また、調理工程画像では、画面表示される順番が予め定められている。
【００２４】
　制御部１２は、プロセッサなどの制御デバイスである。
【００２５】
　例えば、制御部１２は、記憶部１１から調理工程画像情報を読み出し、その調理工程画
像情報に基づいて調理工程画像を出力するように出力部１３を制御する。この制御により
、出力部１３では、調理工程画像が画面に表示される。
【００２６】
　ここで、調理工程画像の一例を図２に示す。調理工程画像３１は、第１の調理工程に対
応する画像である。第１の調理工程は、所定の料理の最初の調理工程である。調理工程画
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像３２は、第２の調理工程に対応する画像である。第２の調理工程は、第１の調理工程の
次の調理工程である。調理工程画像３３は、第３の調理工程に対応する画像である。第３
の調理工程は、第２の調理工程の次の調理工程であり、所定の料理の最後の調理工程であ
る。よって、出力部１３では、最初に調理工程画像３１が表示され、その次に調理工程画
像３２が表示され、最後に調理工程画像３３が表示される。
【００２７】
　なお、ここでは例として、３つの調理工程としたが、調理工程の数は、２つまたは４つ
以上であってもよい。
【００２８】
　また、ここでは例として、調理工程画像３１～３３は、文字のみの画像としたが、静止
画または動画が含まれてもよい。また、調理工程画像３１～３３の表示とともに、調理方
法に関する音声が出力されてもよい。
【００２９】
　以上、調理工程画像の一例について説明した。
【００３０】
　また、例えば、制御部１２は、通信部１０により遷移指示情報が受信された場合、その
遷移指示情報に基づいて画面表示が遷移するように出力部１３を制御する。この制御によ
り、出力部１３では、所定の調理工程画像の画面表示から別の調理工程画像の画面表示へ
と遷移する。
【００３１】
　ここで、画面表示の遷移の一例について図２を用いて説明する。例えば、調理工程画像
３２の画面表示から調理工程画像３３の画面表示への遷移を指示する旨の遷移指示情報を
通信部１０が受信したとする。この場合、制御部１２は、調理工程画像３３を生成して表
示するように出力部１３を制御する。これにより、出力部１３では、調理工程画像３２の
画面表示から調理工程画像３３の画面表示に切り替わる。なお、以下では、上述した調理
工程画像３２の画面表示から調理工程画像３３の画面表示への遷移のように、所定の調理
工程画像の画面表示から次（後）の調理工程画像の画面表示の遷移を「順遷移」という。
【００３２】
　また、例えば、調理工程画像３２の画面表示から調理工程画像３１の画面表示の遷移を
指示する旨の遷移指示情報を通信部１０が受信したとする。この場合、制御部１２は、調
理工程画像３１を生成して表示するように出力部１３を制御する。これにより、出力部１
３では、調理工程画像３２の画面表示から調理工程画像３１の画面表示に切り替わる。な
お、以下では、上述した調理工程画像３２の画面表示から調理工程画像３１の画面表示へ
の遷移のように、所定の調理工程画像の画面表示から前の調理工程画像の画面表示の遷移
を「逆遷移」という。
【００３３】
　以上、画面表示の遷移の一例について説明した。
【００３４】
　出力部１３は、ディスプレイなどの表示デバイスである。なお、出力部１３は、スピー
カなどの音声出力デバイスを含んでもよい。
【００３５】
　例えば、出力部１３は、上述したとおり、制御部１２によって制御されることで、調理
工程画像情報に基づいて調理工程画像を画面に表示する。
【００３６】
　また、例えば、出力部１３は、上述したとおり、制御部１２によって制御されることで
、所定の調理工程画像の画面表示から別の調理工程画像の画面表示へ遷移させる。
【００３７】
　次に、調理機器２００の構成について説明する。
【００３８】
　調理機器２００は、例えば、ＩＨ（Induction Heating）調理器、ガスコンロ、または
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フライパンなどである。調理機器２００は、入力部２０、制御部２１、機能部２２、切替
部２３、記憶部２４、通信部２５を備える。
【００３９】
　入力部２０は、ユーザの操作を受け付ける、ボタン、タッチパネルなどの入力デバイス
である。
【００４０】
　入力部２０は、後述する機能部２２にその機能を発揮するように指示する操作を受付け
る。例えば、入力部２０は、機能部２２の加熱機能における温度設定の操作を受け付ける
。この操作を以下「通常操作」という。
【００４１】
　また、入力部２０は、端末１００における画面表示の遷移を指示する操作を受け付ける
。この操作を以下「遷移操作」という。
【００４２】
　制御部２１は、プロセッサなどの制御デバイスである。
【００４３】
　例えば、制御部２１は、入力部２０により操作が受け付けられた場合、後述の記憶部２
４から状態情報を読み出し、その状態情報に基づいて、上記操作を通常操作として扱うか
または遷移操作として扱うかを判定する。状態情報とは、入力部２０が通常操作を受け付
ける状態（以下、通常操作受付状態という）であるか、または、入力部２０が遷移操作を
受け付ける状態（以下、遷移操作受付状態という）であるかを示す情報である。
【００４４】
　よって、状態情報が通常操作受付状態を示す場合、制御部２１は、入力部２０が受け付
けた操作を通常操作として扱う。すなわち、制御部２１は、通常操作に対応する指示内容
に基づいて、調理機器２００を制御する。例えば、通常操作に対応する指示内容が１５０
度での加熱である場合、制御部２１は、１５０度での加熱を行うように機能部２２を制御
する。
【００４５】
　一方、状態情報が遷移操作受付状態を示す場合、制御部２１は、入力部２０が受け付け
た操作を遷移操作として扱う。すなわち、制御部２１は、遷移操作に対応する指示内容に
基づいて、遷移指示情報を生成する。例えば、遷移操作に対応する指示内容が調理工程画
像３２の画面表示から調理工程画像３３の画面表示への順遷移である場合、制御部２１は
、その順遷移を端末１００に指示する遷移指示情報を生成する。そして、制御部２１は、
生成した遷移指示情報を端末１００へ送信するように通信部２５を制御する。
【００４６】
　機能部２２は、対象物（例えば、鍋、フライパンなどの器具、または食材）の状態に変
更を加えるデバイスであり、例えば、ヒータなどの加熱デバイスである。なお、ここでは
加熱機能を例として説明するが、調理機器２００の機能はこれに限定されない。
【００４７】
　例えば、機能部２２は、上述したとおり、制御部２１によって制御されることで、ユー
ザに指示された温度での加熱を行う。
【００４８】
　切替部２３は、ユーザの操作を受け付ける、ボタン、タッチパネルなどの入力デバイス
である。
【００４９】
　例えば、切替部２３は、通常操作受付状態と遷移操作受付状態との切り替えを指示する
操作（以下、切替操作という）を受け付ける。この切替操作は、通常操作受付状態から遷
移操作受付状態への切り替えを指示する第１の切替操作、または、遷移操作受付状態から
通常操作受付状態への切り替えを指示する第２の切替操作のいずれかである。
【００５０】
　ここで、入力部２０および切替部２３の一例を図３Ａ、図３Ｂに示す。図３Ａは、調理
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機器２００が例えばＩＨ調理器である場合を示し、図３Ｂは、調理機器２００が例えばフ
ライパンである場合を示している。
【００５１】
　図３Ａに示すように、ＩＨ調理器２００ａは、入力部２０の一例である入力ボタン２０
ａ、２０ｂと、切替部２３の一例である切替ボタン２３ａとを備えている。入力ボタン２
０ａ、２０ｂおよび切替ボタン２３ａは、ユーザによって押下される物理的なボタンであ
る。
【００５２】
　例えば、切替ボタン２３ａの押下により第１の切替操作が行われた場合、入力ボタン２
０ａの押下は順遷移を指示する遷移操作として扱われ、入力ボタン２０ｂの押下は逆遷移
を指示する遷移操作として扱われる。
【００５３】
　また、例えば、切替ボタン２３ａの押下により第２の切替操作が行われた場合、入力ボ
タン２０ａの押下は設定温度の減少を指示する通常操作として扱われ、入力ボタン２０ｂ
の押下は設定温度の増加を指示する通常操作として扱われる。
【００５４】
　また、図３Ｂに示すように、フライパン２００ｂは、取っ手４０において、入力部２０
の一例である入力ボタン２０ａ、２０ｂと、切替部２３の一例である切替ボタン２３ａと
を備えている。なお、図３Ｂに示す入力ボタン２０ａ、２０ｂおよび切替ボタン２３ａは
、それぞれ、図３Ａに示すものと同じ機能であるので、ここでの説明は省略する。
【００５５】
　なお、ここでは例として、切替部２３を、操作のときにユーザによる接触（例えば、押
下）が必要となるデバイスとしたが、非接触でのユーザ操作（例えば、ジェスチャ入力）
を受け付け可能なデバイスであってもよい。
【００５６】
　以上、入力部２０および切替部２３の一例について説明した。
【００５７】
　記憶部２４は、メモリまたはハードディスクなどの記憶デバイスである。
【００５８】
　例えば、記憶部２４は、通常操作受付状態または遷移操作受付状態のいずれかを示す状
態情報を記憶する。そして、例えば、切替部２３により第１の切替操作が受け付けられた
場合、記憶部２４の状態情報の内容は、制御部２１によって制御されることで、通常操作
受付状態から遷移操作受付状態へ更新される。また、例えば、切替部２３により第２の切
替操作が受け付けられた場合、記憶部２４の状態情報の内容は、制御部２１によって制御
されることで、遷移操作受付状態から通常操作受付状態へ更新される。
【００５９】
　通信部２５は、他の装置と通信する通信インターフェースである。
【００６０】
　例えば、通信部２５は、上述したとおり、制御部２１によって制御されることで、遷移
指示情報を端末１００へ送信する。この遷移指示情報は、上述したとおり、端末１００の
通信部１０により受信される。
【００６１】
　以上、本実施の形態に係る表示制御システムの構成について説明した。
【００６２】
　次に、本実施の形態に係る表示制御システムの動作について図４を用いて説明する。図
４は、本実施の形態に係る表示制御システムの動作の一例を示すフローチャートである。
【００６３】
　まず、調理機器２００の切替部２３は、切替操作を受け付ける（ステップＳ１１）。こ
こで、切替部２３は、第１の切替操作または第２の切替操作のいずれかを受け付ける。
【００６４】
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　制御部２１は、状態情報を更新する（ステップＳ１２）。例えば、切替部２３により第
１の切替操作が受け付けられた場合、制御部２１は、記憶部２４の状態情報の内容を、通
常操作受付状態から遷移操作受付状態に更新する。また、例えば、切替部２３により第２
の切替操作が受け付けられた場合、制御部２１は、記憶部２４の状態情報の内容を、遷移
操作受付状態から通常操作受付状態に更新する。
【００６５】
　入力部２０は、ユーザによる入力操作を受け付ける（ステップＳ１３）。
【００６６】
　制御部２１は、記憶部２４から状態情報を読み出し、その状態情報に基づいて、入力部
２０により受け付けられた入力操作を通常操作として扱うかまたは遷移操作として扱うか
を判定する（ステップＳ１４）。
【００６７】
　状態情報が通常操作受付状態を示す場合、制御部２１は、入力部２０が受け付けた入力
操作を通常操作として扱う（ステップＳ１４：通常操作）。この場合、制御部２１は、通
常操作に対応する指示内容に基づいて、機能部２２の機能を制御する（ステップＳ１５）
。
【００６８】
　一方、状態情報が遷移操作受付状態を示す場合、制御部２１は、入力部２０が受け付け
た入力操作を遷移操作として扱う（ステップＳ１４：遷移操作）。この場合、制御部２１
は、遷移操作に対応する指示内容に基づいて、遷移指示情報を生成する（ステップＳ１６
）。ここで、制御部２１は、順遷移または逆遷移のいずれかを指示する遷移指示情報を生
成する。そして、制御部２１は、生成した遷移指示情報を端末１００へ送信するように通
信部２５を制御する。
【００６９】
　通信部２５は、遷移指示情報を端末１００へ送信する（ステップＳ１７）。
【００７０】
　端末１００の通信部１０は、通信部２５から送信された遷移指示情報を受信する（ステ
ップＳ１８）。
【００７１】
　制御部１２は、遷移指示情報に基づいて画面表示が遷移するように出力部１３を制御す
る（ステップＳ１９）。これにより、出力部１３では、所定の調理工程画像の画面表示か
ら別の調理工程画像の画面表示へと遷移する。
【００７２】
　以上、本実施の形態に係る表示制御システムの動作について説明した。
【００７３】
　このように本実施の形態によれば、ユーザは、調理機器２００において端末１００の画
面表示の遷移を指示する切替操作を行うことができる。よって、ユーザが端末１００に触
れることなく、画面表示を切り替えることができる。また、ユーザが切替操作を手動で行
うので、確実に画面表示を切り替えることができる。
【００７４】
　（実施の形態２）
　本発明の実施の形態２について説明する。実施の形態２では、実施の形態１で説明した
切替操作に基づく画面表示の遷移に加えて、センサにより検出された値に基づく画面表示
の遷移を可能とする。
【００７５】
　本実施の形態に係る表示制御システムの構成について図５を用いて説明する。図５は、
本実施の形態に係る表示制御システムの構成の一例を示すブロック図である。なお、図５
では、図１と同じ構成要素には同一符号を付している。以下では、主に図１との差異を説
明する。
【００７６】
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　調理機器２００は、対象物の状態を検出するセンサ２６をさらに備える。センサ２６は
、例えば、機能部２２に置かれた調理器具（例えば、鍋、フライパン等）の重さを検出す
る重量センサ、または、機能部２２に置かれた調理器具の温度を検出する温度センサであ
る。センサ２６は、検出した値（以下、センサ値という）を制御部２１へ出力する。
【００７７】
　制御部２１は、センサ２６からセンサ値を入力すると、そのセンサ値を含む情報（以下
、センサ情報という）を生成し、そのセンサ情報を端末１００へ送信するように通信部２
５を制御する。これにより、センサ情報は、通信部２５から端末１００へ送信され、端末
１００の通信部１０により受信される。
【００７８】
　端末１００は、プロセッサなどの制御デバイスである判定部１４をさらに備える。判定
部１４は、通信部１０によりセンサ情報が受信されると、記憶部１１から条件情報を読み
出す。条件情報とは、調理工程の調理方法に対応して定められた条件を示す情報である。
例えば、「鍋に水を５００ｃｃ投入する」という調理工程の調理方法に対しては、「セン
サ値が５００ｇに到達」という条件が定められている。また、例えば、「フライパンを１
５０度まで予熱する」という調理工程の調理方法に対しては、「センサ値が１５０度に到
達」という条件が定められている。
【００７９】
　そして、判定部１４は、センサ情報のセンサ値が、条件情報の条件を満たすか否かを判
定する。この判定の結果、センサ値が条件を満たしていない場合、判定部１４は、通信部
１０により新たなセンサ情報が受信されるまで待機する。一方、上記判定の結果、センサ
値が条件を満たした場合、判定部１４は、順遷移を指示する遷移指示情報を生成し、制御
部１２へ出力する。
【００８０】
　制御部１２は、判定部１４から遷移指示情報を入力すると、遷移指示情報に基づいて画
面表示が遷移するように出力部１３を制御する。これにより、出力部１３における画面表
示が、所定の調理工程画像の画面表示から次の調理工程画像の画面表示へと遷移する。
【００８１】
　以上、本実施の形態に係る表示制御システムの構成について説明した。
【００８２】
　次に、本実施の形態に係る表示制御システムの動作について図６を用いて説明する。図
６は、本実施の形態に係る表示制御システムの動作の一例を示すフローチャートである。
【００８３】
　調理機器２００のセンサ２６は、センサ値を検出する（ステップＳ２１）。例えば、セ
ンサ２６は、機能部２２における重量または温度をセンサ値として検出し、制御部２１へ
出力する。制御部２１は、センサ２００からセンサ値を入力すると、そのセンサ値を示す
センサ情報を生成し、そのセンサ情報を端末１００へ送信するように通信部２５を制御す
る。
【００８４】
　通信部２５は、センサ情報を、端末１００へ送信する（ステップＳ２２）。
【００８５】
　端末１００の通信部１０は、通信部２５から送信されたセンサ情報を受信する（ステッ
プＳ２３）。
【００８６】
　判定部１４は、通信部１０によりセンサ情報が受信されると、記憶部１１から条件情報
を読み出し、センサ情報のセンサ値が、条件情報の条件を満たすか否かを判定する（ステ
ップＳ２４）。
【００８７】
　この判定の結果、センサ値が条件を満たしていない場合（ステップＳ２４：ＮＯ）、判
定部１４は、通信部１０により新たなセンサ値の情報が受信されるまで待機する。一方、
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上記判定の結果、センサ値が条件を満たした場合（ステップＳ２４：ＹＥＳ）、判定部１
４は、順遷移を指示する遷移指示情報を生成し、制御部１２へ出力する。
【００８８】
　制御部１２は、判定部１４から遷移指示情報を入力すると、遷移指示情報に基づいて画
面表示が遷移するように出力部１３を制御する（ステップＳ２５）。これにより、出力部
１３では、所定の調理工程画像の画面表示から次（後）の調理工程画像の画面表示へと遷
移する。
【００８９】
　このように本実施の形態によれば、ユーザは、調理機器２００において調理工程画像に
示される調理方法を実行することで、端末１００の画面表示を遷移させることができる。
よって、ユーザが端末１００に触れることなく、画面表示を切り替えることができる。ま
た、ユーザが切替操作を手動で行うので、確実に画面表示を切り替えることができる。ま
た、例えば「鍋に水を５００ｃｃ投入する」等の調理方法の実行により画面表示が切り替
わるので、ユーザは、切替部２３を用いた切替操作を行う必要が無い。
【００９０】
　（実施の形態３）
　本発明の実施の形態３について説明する。図７は、本実施の形態に係る表示制御システ
ムの構成の一例を示すブロック図である。図７に示すように、この表示制御システムは、
端末１００（本発明の情報表示装置の一例）と調理機器２００（本発明の加熱調理装置の
一例）を有する。なお、図７では、図１または図５と同じ構成要素には同一符号を付して
いる。以下では、主に図１または図５との差異を説明し、重複する説明は省略する。
【００９１】
　調理機器２００は、さらに、調理器具に対して加熱を行う加熱部２７、端末１００との
リンクの有無を示すリンク状態情報を管理するリンク状態管理部２９を備える。
【００９２】
　なお、加熱部２７は、図１および図５における機能部２２に対応しており、本実施の形
態においても、加熱に限らず、対象物の状態に変更を加えるデバイスであるとして良い。
【００９３】
　説明の便宜上、機能部２２を加熱部２７として説明する。
【００９４】
　制御部２１は、通信部２５を介して端末１００からリンク要求を受信すると、端末１０
０と調理機器２００との間でのリンクを確立させる。このとき、制御部２１は、調理機器
２００の状態が端末１００とのリンクを確立可能であるか否かを確認し、リンクの確立が
可能である場合は、通信部２５を介して端末１００へリンク応答を送信させる。制御部２
１は、端末１００へリンク応答を送信したのちに、リンク状態管理部２９が管理するリン
ク状態情報を書き換えて、調理機器２００をリンク状態へ移行させる。
【００９５】
　以上、本実施の形態に係る表示制御システムの構成について説明した。
【００９６】
　次に、本実施の形態に係る表示制御システムの動作について、図８を用いて説明する。
図８は、本実施の形態に係る表示制御システムの動作の一例を示すシーケンス図である。
【００９７】
　端末１００の通信部１０は、調理機器２００とのリンク状態を確立するために、調理機
器２００へリンク要求を送信し（ステップＳ３０）、リンク要求が送信されたのち、端末
１００は、リンク待機状態へ移行する（ステップＳ３１）。このとき、リンク待機状態は
、制御部１２において管理されるとしてもよいが、端末１００内の図示しないリンク待機
状態管理部において管理されるとしてもよい。
【００９８】
　調理機器２００の通信部２５は、端末１００から受信したリンク要求を受信する（ステ
ップＳ３２）。リンク要求を受信すると、制御部２１は、センサ２６が検知したセンサ値
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に基づいて、加熱部２７にフライパンなどの調理器具が載置されたか否かを判断する（ス
テップＳ３３）。
【００９９】
　調理器具が載置されたと判断された場合（ステップＳ３３のＹＥＳ）、通信部２５は端
末１００へリンク応答を送信する（ステップＳ３４）。一方、調理器具が載置されたと判
断されなかった場合（ステップＳ３３のＮＯ）、ステップＳ３３の処理を繰り返す。
【０１００】
　調理機器２００は、端末１００へリンク応答を送信したのち、リンク状態管理部２９の
リンク状態情報を書き換えて、リンク状態へ移行する（ステップＳ３５）。
【０１０１】
　端末１００の通信部１０においてリンク応答を受信し（ステップＳ３６）、端末１００
は、リンク状態へ移行する（ステップＳ３７）。
【０１０２】
　調理機器２００がリンク状態へと移行したのちに、制御部２１は、入力部２０における
入力の有無を判断する（ステップＳ３８）。
【０１０３】
　入力部２０において入力が無かったと判断された場合（ステップＳ３８のＮＯ）、ステ
ップＳ３８の処理を繰り返す。一方、入力が有ったと判断された場合（ステップＳ３８の
ＹＥＳ）、制御部２１は、リンク状態管理部２９の管理するリンク状態情報を参照して、
調理機器２００がリンク状態であるか否かを判断する（ステップＳ３９）。
【０１０４】
　調理機器２００がリンク状態ではない場合（ステップＳ３９のＮＯ）、制御部２１は、
入力部２０における入力に基づいて、加熱部２７の動作を制御する（ステップＳ４０）。
【０１０５】
　調理機器２００がリンク状態である場合（ステップＳ３９のＹＥＳ）、通信部２５は、
入力部２０における入力に基づいて、端末１００へ指示情報を送信する（ステップＳ４１
）。このときの指示情報は、実施の形態１において記述したような、端末１００における
画面表示の遷移を指示する情報である。
【０１０６】
　端末１００の通信部１０において指示情報を受信し（ステップＳ４２）、端末１００は
、受信した指示情報に基づいて、表示画面の遷移を実行する（ステップＳ４３）。
【０１０７】
　以上が本実施の形態に係る表示制御システムの動作の一例である。上述のように、本実
施の形態では、調理機器２００が端末１００とのリンク状態であるか否かを示す情報に基
づいて、入力部２０における入力を、「通常操作」または「遷移操作」のいずれとして受
け付けるかを決定する。すなわち、通常操作受付状態と遷移操作受付状態とを、リンク状
態の有無によって切り替える。
【０１０８】
　なお、ステップＳ３３の処理はスキップしてもよく、ステップＳ３２において通信部２
５がリンク要求を受信したのち、加熱部２７に調理器具が載置されたか否かが判断されな
いまま、通信部２５はリンク応答を送信するとしてもよい。
【０１０９】
　なお、端末１００においてレシピの画面表示が行われたタイミングで、端末１００は調
理機器２００に対してリンク要求を送信するとしてもよい。また、端末１００においてレ
シピの中の特定のページが表示されたタイミングで、端末１００は調理装置２００に対し
てリンク要求を送信するとしてもよい。また、レシピの画面表示が終了したタイミングで
、端末１００は、調理機器２００に対してリンク状態の解除を要求する情報を送信すると
してもよい。
【０１１０】
　さらに、端末１００は、調理装置２００がリンク状態であるときに入力部２０において
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入力（遷移操作）が行われた際に送信される指示情報に基づいて、表示画面の遷移を実行
すればよいため、端末１００は、リンク待機状態およびリンク状態を管理する機能を必ず
しも備えている必要はない。
【０１１１】
　また、上述の動作の一例においては、端末１００から調理機器２００へリンク要求を送
信する内容を説明したが、調理機器２００から端末１００へリンク要求を送信するとして
もよい。
【０１１２】
　なお、実施の形態３については、調理機器２００がリンク状態であるか否かによって、
入力部２０における入力を、「通常操作」または「遷移操作」のいずれとして受け付ける
かを決定する内容を説明したが、調理機器２００がリンク状態であっても、実施の形態１
において説明したように、切替部２３を用いて、切替操作を受け付けてもよい。
【０１１３】
　上述のように、通常操作受付状態と遷移操作受付状態とを、端末１００と調理機器２０
０との間のリンク状態の有無によって切り替えることで、例えば、端末１００においてレ
シピを表示するアプリケーションが実行される際に調理機器２００にリンク要求を送信す
るとすれば、ユーザがレシピを参照している状態において、遷移操作を有効にできる。そ
のため、例えば、ユーザがレシピを参照せずとも調理可能な献立の調理を実行している場
合に、誤って遷移操作が有効となってしまい、調理機器２００に対して通常操作が実行で
きない状態になることがない。また、例えば、ユーザがレシピを参照している状態におい
ては、ユーザが端末１００に触れることなく、確実に画面表示を切り替えることもできる
。
【０１１４】
　（実施の形態４）
　上述の実施の形態３の説明においては、調理機器２００をＩＨ調理機器、ガスコンロな
どを想定して記載しているが、調理機器２００の機能の一部を、フライパンなどの調理器
具が備えていてもよい。本実施の形態では、調理機器２００の機能の一部を、調理器具が
備える場合について説明する。
【０１１５】
　図９は、本実施の形態に係る表示制御システムの構成の一例を示すブロック図である。
図９に示すように、この表示制御システムは、端末１００（本発明の情報表示装置の一例
）と、調理機器２００（本発明の加熱調理装置の一例）と、調理器具３００（本発明の調
理器具）を有する。なお、図９では、図１、図５、図８と同じ構成要素には同一符号を付
している。本実施の形態は、実施の形態３における調理機器２００の機能の一部を調理器
具３００が備える内容であるため、以下では、主に図８との差異を説明し、重複する説明
は省略する。
【０１１６】
　調理器具３００は、例えば、フライパンなどの調理器具であり、入力部３０、制御部３
１、切替部３２、記憶部３３、通信部３４、リンク状態管理部３５を備える。
【０１１７】
　入力部３０は、ユーザの操作を受け付ける、ボタン、タッチパネルなどの入力デバイス
である。入力部３０は、調理機器２００の加熱部２７に対する、通常操作を受け付ける。
また、入力部３０は、端末１００に対する遷移操作を受け付ける。
【０１１８】
　制御部３１は、プロセッサなどの制御デバイスである。制御部３１は、例えば、後述の
ように、通信部３４を介した端末１００または調理機器２００との通信を制御する。また
、制御部３１は、リンク状態管理部３５において管理されているリンク状態情報の読み出
し、書き換え動作などを制御する。
【０１１９】
　切替部３２は、ユーザの操作を受け付ける、ボタン、タッチパネルなどの入力デバイス
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である。例えば、切替部３２は、切替操作を受け付ける。この切替操作は、通常操作受付
状態から遷移操作受付状態への切り替えを指示する第１の切替操作、または、遷移操作受
付状態から通常操作受付状態への切り替えを指示する第２の切替操作のいずれかである。
【０１２０】
　記憶部３３は、メモリまたはハードディスクなどの記憶デバイスである。例えば、記憶
部３３は、通常操作受付状態または遷移操作受付状態のいずれかを示す状態情報を記憶す
る。そして、例えば、切替部３２により第１の切替操作が受け付けられた場合、記憶部３
３の状態情報の内容は、制御部３１によって制御されることで、通常操作受付状態から遷
移操作受付状態へ更新される。また、例えば、切替部３２により第２の切替操作が受け付
けられた場合、記憶部３３の状態情報の内容は、制御部３１によって制御されることで、
遷移操作受付状態から通常操作受付状態へ更新される。
【０１２１】
　通信部３４は、他の装置と通信する通信インターフェースである。例えば、通信部３４
は、上述したとおり、制御部３１によって制御されることで、端末１００および調理機器
２００との通信を実行する。
【０１２２】
　リンク状態管理部３５は、調理器具３００と端末１００との間のリンク状態の有無を示
すリンク状態情報を管理する。
【０１２３】
　端末１００および調理機器２００の構成の説明は、実施の形態１～３の内容と重複する
ため、省略する。
【０１２４】
　以上、本実施の形態に係る表示制御システムの構成について説明した。
【０１２５】
　次に、本実施の形態に係る表示制御システムの動作について、図１０を用いて説明する
。図１０は、本実施の形態に係る表示制御システムの動作の一例を示すシーケンス図であ
る。
【０１２６】
　端末１００の通信部１０は、調理器具３００とのリンク状態を確立するために、調理器
具３００へリンク要求を送信し（ステップＳ５０）、リンク要求が送信されたのち、端末
１００は、リンク待機状態へ移行する（ステップＳ５１）。このとき、リンク待機状態は
、制御部１２において管理されるとしてもよいが、端末１００内の図示しないリンク待機
状態管理部において管理されるとしてもよい。
【０１２７】
　調理器具３００の通信部３４は、端末１００からリンク要求を受信する（ステップＳ５
２）。リンク要求を受信したのち、通信部３４は端末１００へリンク応答を送信する（ス
テップＳ５３）。
【０１２８】
　調理器具３００は、端末１００へリンク応答を送信したのち、リンク状態管理部３５の
リンク状態情報を書き換えて、リンク状態へ移行する（ステップＳ５４）。
【０１２９】
　端末１００の通信部１０においてリンク応答を受信し（ステップＳ５５）、端末１００
は、リンク状態へ移行する（ステップＳ５６）。
【０１３０】
　調理器具３００がリンク状態へと移行したのちに、制御部３１は、入力部３０における
入力の有無を判断する（ステップＳ５７）。
【０１３１】
　入力部３０において入力が無かったと判断された場合（ステップＳ５７のＮＯ）、ステ
ップＳ５７の処理を繰り返す。一方、入力が有ったと判断された場合（ステップＳ５７の
ＹＥＳ）、制御部３１は、リンク状態管理部３５の管理するリンク状態情報を参照して、
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調理器具３００がリンク状態であるか否かを判断する（ステップＳ５８）。
【０１３２】
　調理器具３００がリンク状態ではない場合（ステップＳ５８のＮＯ）、制御部３１は、
入力部３０における入力に基づいて、通信部３４に調理機器２００への制御情報を送信さ
せる（ステップＳ５９）。この制御情報は、例えば、調理機器２００の加熱部２７に対す
る設定温度の変更指示など、調理機器２００の加熱部２７の動作を制御する情報を含んで
いる。
【０１３３】
　調理機器２００の通信部２５は、制御情報を受信し（ステップＳ６０）、加熱部２７の
動作を制御する（ステップＳ６１）。
【０１３４】
　調理器具３００がリンク状態である場合（ステップＳ５８のＹＥＳ）、通信部３４は、
入力部３０における入力に基づいて、端末１００へ指示情報を送信する（ステップＳ６２
）。このときの指示情報は、実施の形態１において記述したような、端末１００における
画面表示の遷移を指示する情報である。
【０１３５】
　端末１００の通信部１０は、指示情報を受信し（ステップＳ６３）、端末１００は、受
信した指示情報に基づいて、表示画面の遷移を実行する（ステップＳ６４）。
【０１３６】
　以上が本実施の形態に係る表示制御システムの動作の一例である。上述のように、本実
施の形態では、調理器具３００が端末１００とのリンク状態であるか否かを示す情報に基
づいて、入力部３０における入力を、「通常操作」または「遷移操作」のいずれとして受
け付けるかを決定する。すなわち、通常操作受付状態と遷移操作受付状態とを、リンク状
態の有無によって切り替える。
【０１３７】
　なお、ステップＳ５２の後に、調理器具３００は、調理機器２００から、センサ２６が
検知したセンサ値を受信するとしてもよい。制御部３１は、受信したセンサ値に基づいて
、加熱部２７にフライパンなどの調理器具３００が載置されているか否かを判断する。そ
して、調理器具３００が載置されていると判断された場合、通信部３４は、端末１００へ
リンク応答を送信するとしてもよい。一方、調理器具３００が載置されたと判断されなか
った場合、通信部３４は、調理機器２００から再びセンサ値を受信するとしてもよい。ま
た、通信部３４は、調理機器２００からセンサ値を受信するのではなく、調理機器２００
がセンサ値に基づいて判断した、加熱部２７に調理機器３００が載置されているか否かを
示す情報を直接受信するとしてもよい。
【０１３８】
　また、端末１００は、調理器具３００がリンク状態であるときに入力部３０において入
力（遷移操作）が行われた際に送信される指示情報に基づいて、表示画面の遷移を実行す
ればよいため、端末１００は、リンク待機状態およびリンク状態を管理する機能を必ずし
も備えている必要はない。
【０１３９】
　さらに、上述の動作の一例においては、端末１００から調理器具３００へリンク要求を
送信する内容を説明したが、調理器具３００から端末１００へリンク要求を送信するとし
てもよい。
【０１４０】
　なお、実施の形態４については、調理器具３００がリンク状態であるか否かによって、
入力部３０における入力を、「通常操作」または「遷移操作」のいずれとして受け付ける
かを決定する内容を説明したが、調理器具３００がリンク状態であっても、実施の形態１
において説明したように、切替部３２を用いて、切替操作を受け付けてもよい。
【０１４１】
　上述のように、通常操作受付状態と遷移操作受付状態とを、端末１００と調理器具３０
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０との間のリンク状態の有無によって切り替えることで、例えば、端末１００においてレ
シピを表示するアプリケーションが実行される際に調理器具３００にリンク要求を送信す
るとすれば、ユーザがレシピを参照している状態において、遷移操作を有効にできる。そ
のため、例えば、ユーザがレシピを参照せずとも調理可能な献立の調理を実行している場
合に、誤って遷移操作が有効となってしまい、調理器具３００に対して通常操作が実行で
きない状態になることがない。また、例えば、ユーザがレシピを参照している状態におい
ては、ユーザが端末１００に触れることなく、確実に画面表示を切り替えることもできる
。
【０１４２】
　以上、本発明の実施の形態について説明してきたが、本発明は上述した実施の形態に限
定されるものではない。以下、本発明の実施の形態の変形例について説明する。
【０１４３】
　＜変形例１＞
　上記実施の形態１で説明した表示制御システムの構成（図１の構成）において、調理機
器２００が２つの機能部を備えたＩＨ調理器である場合の例について説明する。なお、Ｉ
Ｈ調理機器は、実施の形態２で説明したセンサ２６を備えるとする。
【０１４４】
　図１１は、機能部２２Ｌ、２２Ｒ（機能部２２の一例）を備えたＩＨ調理器２００ｃの
一例を示す図である。機能部２２Ｌ、２２Ｒは、加熱機能を有する。機能部２２Ｌに対応
するボタンとして、入力ボタン２０ａＬ、２０ｂＬ（入力部２０の一例）、切替ボタン２
３ａＬ（切替部２３の一例）が設けられている。また、機能部２２Ｒに対応するボタンと
して、入力ボタン２０ａＲ、２０ｂＲ（入力部２０の一例）、切替ボタン２３ａＲ（切替
部２３の一例）が設けられている。これらのボタンは、それぞれ、図３Ａで説明した入力
ボタン２０ａ、２０ｂ、切替ボタン２３ａと同じ機能を有する。
【０１４５】
　また、図示は省略しているが、機能部２２Ｌ、２２Ｒには、それぞれ、重量センサおよ
び温度センサ（センサ２６の一例）が備えられている。
【０１４６】
　また、機能部２２Ｌ、２２Ｒをそれぞれ識別可能な識別情報が記憶部２４に記憶されて
いる。各識別情報は、センサ情報または遷移指示情報に付加されて、調理機器２００ｃか
ら端末１００へ送信される。
【０１４７】
　以下、ユーザがＩＨ調理器２００ｃにおいてレシピＡの調理とレシピＢの調理を行う場
合を順に説明する。
【０１４８】
　まず、ユーザがレシピＡの調理を開始する。端末１００には「フライパンを置いて下さ
い」というテキストを含む調理工程画像が表示される。この調理工程画像は、例えば、レ
シピＡの最初の調理工程（例えば、フライパンを調理器に置く調理工程）を示す画像であ
る。その調理工程画像を見たユーザは、例えば、図１２Ａに示すようにＩＨ調理器２００
ｃの機能部２２Ｒにフライパン５０を置く。
【０１４９】
　フライパン５０が置かれた機能部２２Ｒに対応する重量センサは、フライパン５０の重
量値を検出する。次に、制御部２１は、検出された重量値（センサ値の一例）を示す重量
値情報（センサ情報の一例）を生成し、機能部２２Ｒの識別情報を記憶部２４から読み出
す。次に、制御部２１は、重量値情報および機能部２２Ｒの識別情報を端末１００へ送信
するように通信部２５を制御する。これにより、重量値情報および機能部２２Ｒの識別情
報は、通信部２５から端末１００へ送信され、端末１００の通信部１０により受信される
。
【０１５０】
　端末１００の制御部１２は、通信部１０により重量値情報および機能部２２Ｒの識別情
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報が受信されると、記憶部１１から、条件情報を読み出す。この条件情報は、例えば、レ
シピＡの最初の調理工程に対して「重量値が４５０グラム以上」という条件が定められた
情報である。
【０１５１】
　制御部１２は、重量値が条件を満たしていると判定した場合、レシピＡと機能部２２Ｒ
とを対応付け、その対応付けを示す対応付け情報を記憶部１１に格納する。これ以降、制
御部１２は、対応付け情報に基づいて、画面表示の遷移の制御を行う。すなわち、制御部
１２は、通信部１０により遷移指示情報および機能部２２Ｒの識別情報が受信された場合
、遷移指示情報に基づいてレシピＡの調理工程画像の画面表示の遷移を制御する。これに
より、レシピＡに係る画面表示の遷移の指示は、機能部２２Ｒに対応する入力ボタン２０
ａＲ、２０ｂＲで受け付けたものだけが有効となる。よって、ユーザが、機能部２２Ｌに
対応する入力ボタン２０ａＬ、２０ｂＬを操作しても、レシピＡに係る画面表示の遷移は
実行されない。
【０１５２】
　その後、例えば、図１２Ｂに示すように、ユーザがフライパン５０を機能部２２Ｒから
機能部２２Ｌへ移動させたとする。この場合、上述した対応付け情報（レシピＡと機能部
２２Ｒとの対応付け）の更新が行われる。これについて以下に説明する。
【０１５３】
　機能部２２Ｌに対応する重量センサおよび温度センサは、それぞれ、フライパン５０が
置かれた時点で検出した重量値および温度値を、制御部２１へ出力する。また、機能部２
２Ｒに対応する重量センサおよび温度センサは、それぞれ、フライパン５０が取り除かれ
る直前に検出した重量値および温度値を、制御部２１へ出力する。
【０１５４】
　次に、制御部２１は、機能部２２Ｌの重量値情報および温度値情報と、機能部２２Ｒの
重量値情報および温度値情報を生成する。また、制御部２１は、機能部２２Ｌ、機能部２
２Ｒの識別情報を記憶部２４から読み出し、機能部２２Ｌの識別情報と機能部２２Ｌの重
量値情報および温度値情報とを対応付け、機能部２２Ｒの識別情報と機能部２２Ｒの重量
値情報および温度値情報とを対応付ける。
【０１５５】
　次に、制御部２１は、機能部２２Ｌ、機能部２２Ｒそれぞれの重量値情報、温度値情報
および識別情報を端末１００へ送信するように通信部２５を制御する。これにより、上記
各情報は、通信部２５から端末１００へ送信され、端末１００の通信部１０により受信さ
れる。
【０１５６】
　端末１００の制御部１２は、通信部１０により上記各情報が受信されると、センサ値が
一致するか否かを判定する。例えば、制御部１２は、機能部２２Ｌの重量値情報が示す重
量値と、機能部２２Ｒの重量値情報が示す重量値との差が、所定の範囲（例えば、±５０
グラム）内であるか否かを判定する。また、例えば、制御部１２は、機能部２２Ｌの温度
値情報が示す温度値と、機能部２２Ｒの温度値情報が示す温度値との差が、所定の範囲（
例えば、±５度）内であるか否かを判定する。
【０１５７】
　そして、制御部１２は、上記判定の結果、重量値の差および温度値の差が共に所定の範
囲内であると判定した場合、対応付け情報を、レシピＡと機能部２２Ｒとの対応付けから
レシピＡと機能部２２Ｌとの対応付けを示すように更新する。これ以降、制御部１２は、
更新後の対応付け情報に基づいて、画面表示の遷移の制御を行う。すなわち、制御部１２
は、通信部１０により遷移指示情報および機能部２２Ｌの識別情報が受信された場合、遷
移指示情報に基づいてレシピＡの調理工程画像の画面表示の遷移を制御する。これにより
、レシピＡに係る画面表示の遷移の指示は、機能部２２Ｌに対応する入力ボタン２０ａＬ
、２０ｂＬで受け付けたものだけが有効となる。よって、ユーザが、機能部２２Ｒに対応
する入力ボタン２０ａＲ、２０ｂＲを操作しても、レシピＡに係る画面表示の遷移は実行



(20) JP 6561562 B2 2019.8.21

10

20

30

40

50

されない。
【０１５８】
　その後、例えば、図１３に示すように、ユーザが、レシピＢの調理を行うために鍋５１
を機能部２２Ｒへ置いたとする。この場合、レシピＢと機能部２２Ｒとの対応付けを示す
対応付けが新たに行われる。これは、上述したレシピＡと機能部２２Ｒとの対応付けと同
様であるので、ここでの説明は省略する。これ以降、制御部１２は、新たな対応付け情報
に基づいて、画面表示の遷移の制御を行う。すなわち、制御部１２は、通信部１０により
遷移指示情報および機能部２２Ｒの識別情報が受信された場合、遷移指示情報に基づいて
レシピＢの調理工程画像の画面表示の遷移を制御する。これにより、レシピＢに係る画面
表示の遷移の指示は、機能部２２Ｒに対応する入力ボタン２０ａＲ、２０ｂＲで受け付け
たものだけが有効となる。よって、ユーザが、機能部２２Ｌに対応する入力ボタン２０ａ
Ｌ、２０ｂＬを操作しても、レシピＢに係る画面表示の遷移は実行されない。
【０１５９】
　以上のように本変形例によれば、センサ値に基づいてレシピと機能部との対応付けを行
うので、ユーザは、２つの機能部を用いて異なるレシピの調理を並行して行う場合でも、
上記対応付けに係る設定操作を行うこと無く、レシピ毎に画面表示の遷移を指示すること
ができる。
【０１６０】
　なお、例えば、機能部２２Ｌにフライパン５０が置かれ、かつ、機能部２２Ｒに鍋５１
が置かれた場合、制御部２１は、機能部２２Ｌ、２２Ｒに対応するリングの表示態様を異
なるように制御してもよい。この具体例を図１４Ａに示す。図１４Ａでは、例えば、機能
部２２Ｌに対応するリング６０は赤色で表示され、機能部２２Ｒに対応するリング７０は
青色で表示されている。また、このとき、端末１００に表示される調理工程画像の色を、
各リングの色に合わせてもよい。この具体例を図１４Ｂに示す。図１４Ｂでは、例えば、
レシピＡの調理工程画像８０がリング６０と同じく赤色で表示され、レシピＢの調理工程
画像９０がリング７０と同じく青色で表示されている。これにより、ユーザは、複数のレ
シピを並行して調理する場合に、機能部と調理工程画像との対応を把握しやすくなる。特
に、１つの端末において、２つのレシピの調理工程画像を切り替えて表示する場合に有効
となる。
【０１６１】
　また、例えば、機能部２２Ｌにフライパン５０が置かれ、かつ、機能部２２Ｒに鍋５１
が置かれた場合、制御部２１は、端末１００から受信した情報（例えば、機能部２２Ｌ、
２２Ｒの識別情報）に基づいて、次に調理すべきレシピをユーザがわかるように、リング
６０またはリング７０を点滅させたり、別の色に変更したりしてもよい。この場合、例え
ば、端末１００では、実施の形態２で説明した条件情報が用いられる。制御部１２は、調
理機器２００から受信したセンサ情報のセンサ値が、現在の調理工程に対応する条件情報
の条件を満たした場合、上記センサ情報とともに受信した機能部の識別情報を調理機器２
００へ送り返すように通信部１０を制御する。そして、調理機器２００の制御部２１は、
通信部２５により機能部の識別情報を受信すると、その識別情報が示す機能部に対応する
リングの表示態様（例えば、点滅、色等）を変更するように制御する。これにより、ユー
ザは、次に使用すべき機能部を把握できる。
【０１６２】
　また、例えば、複数の機能部のそれぞれにおいてフライパンが使用される場合、どのフ
ライパンを使用しているのか判断する方法として、フライパンに搭載の加速度センサを用
いてもよい。調理機器２００の制御部２１は、加速度センサによる検知結果に基づいてど
のフライパンが使用されたかを判断し、フライパンごとに遷移指示情報を生成する。これ
により、例えば、２５ｃｍフライパンが使用された場合と、１５ｃｍフライパンが使用さ
れた場合とで、調理工程画像の画面表示の遷移を別々に行うことができる。
【０１６３】
　なお、上記実施の形態２または本変形例で説明した端末１００において行われる判定処
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理（例えば、センサ値が条件を満たすか否かの判定、２つのセンサ値が一致するか否かの
判定）は、例えば、調理機器２００において行われてもよい。
【０１６４】
　＜変形例２＞
　上記実施の形態１～４において、調理機器２００（例えばＩＨ調理器）または調理器具
３００（以下、便宜上、調理機器２００として説明する）は、周辺状況に基づいて、通常
操作受付状態と遷移操作受付状態とを自動的に切り替えてもよい。
【０１６５】
　例えば、制御部２１は、調理機器２００の電源スイッチがオンされたときに、端末（例
えばタブレット）１００との通信を試みる。制御部２１は、その通信の結果、端末１００
において調理支援が可能な状態（例えばアプリが起動中）であると判断した場合、記憶部
２４の状態情報の内容を、通常操作受付状態から遷移操作受付状態に更新する。一方、制
御部２１は、上記通信の結果、端末１００において調理支援が不可能な状態（例えばアプ
リが停止中）であると判断した場合、記憶部２４の状態情報の内容を、遷移操作受付状態
から通常操作受付状態に更新する。
【０１６６】
　なお、制御部２１は、端末１００との通信を一定間隔で試み、上述した判断結果に応じ
て、記憶部２４の状態情報の内容を適宜更新してもよい。
【０１６７】
　また、調理機器２００において、現在通常操作受付状態または遷移操作受付状態のどち
らの状態であるかをユーザに通知する表示機能（例えばＬＥＤ）を備えてもよい。制御部
２１は、上述した状態情報の更新を行うと、その更新内容を示すように上記表示機能を制
御する。
【０１６８】
　また、上記では、端末１００が調理支援可能状態であるか否かに応じて、通常操作受付
状態と遷移操作受付状態とを切り替える例について説明したが、これに限定されない。例
えば、制御部２１は、機能部２２に特定の調理器具（例えば対応フライパン）が置かれた
ことを検知した場合、記憶部２４の状態情報の内容を、通常操作受付状態から遷移操作受
付状態に更新するようにしてもよい。
【０１６９】
　＜変形例３＞
　上記実施の形態１～４では、調理機器２００または調理器具３００（以下、便宜上、調
理機器２００として説明する）において、切替操作の受け付け手段として専用の切替部２
３を備える構成としたが、切替部２３を備えずに入力部２０において切替操作を受け付け
るようにしてもよい。入力部２０で行われる切替操作としては、例えば、図３Ａに示す入
力ボタン２０ａと入力ボタン２０ｂを同時に押下する操作、または、入力ボタン２０ａま
たは入力ボタン２０ｂのいずれかを長押しする操作などが挙げられる。
【０１７０】
　＜変形例４＞
　上記実施の形態１～４において、調理機器２００または調理器具３００（以下、便宜上
、調理機器２００として説明する）の入力部２０および切替部２３は、調理機器２００に
着脱可能な構成としてもよい。例えば、調理機器２００から取り外された入力部２０およ
び切替部２３は、無線により調理機器２００と通信を行ってもよい。あるいは、入力部２
０および切替部２３は、マグネットにより調理機器２００に接続されてもよい。この場合
、入力部２０および切替部２３が調理機器２００に置かれる位置に応じて、通常操作また
は遷移操作が決定されてもよい。
【０１７１】
　＜変形例５＞
　上記実施の形態１～４では、調理機器２００または調理器具３００（以下、便宜上、調
理機器２００として説明する）としてＩＨ調理器、ガスコンロ、フライパンを例示したが
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、調理機器２００は、例えば、オーブンレンジ、デジタルスケール、加速度センサ付き調
味料保管容器、または、調理用温度計であってもよい。以下、これらの具体例について説
明する。
【０１７２】
　まず、調理機器２００がオーブンレンジである場合について説明する。例えば、端末１
００の出力部１３において「オーブンレンジのドアを開けて下さい」というメッセージを
含む調理工程画像が表示され、そのメッセージを見たユーザがオーブンレンジのドアを開
けたとする。オーブンレンジは、ドアが開けられたことを検知すると、順遷移を指示する
遷移指示情報を生成し、その情報を端末１００へ送信する。その後、端末１００は、遷移
指示情報に基づく画面表示の遷移を行う。
【０１７３】
　次に、調理機器２００がデジタルスケールである場合について説明する。例えば、端末
１００の出力部１３において「塩２ｇを計って下さい」というメッセージを含む調理工程
画像が表示され、そのメッセージを見たユーザがデジタルスケールに塩２ｇを載せたとす
る。デジタルスケールは、塩２ｇを検知すると、順遷移を指示する遷移指示情報を生成し
、その情報を端末１００へ送信する。その後、端末１００は、遷移指示情報に基づく画面
表示の遷移を行う。
【０１７４】
　次に、調理機器２００が加速度センサ付き調味料保管容器（以下、保管容器という）で
ある場合について説明する。例えば、端末１００の出力部１３において「塩の保管容器を
５回振って下さい」というメッセージを含む調理工程画像が表示され、そのメッセージを
見たユーザが塩の保管容器を５回振ったとする。保管容器は、加速度センサにより５回容
器が振られたことを検知すると、順遷移を指示する遷移指示情報を生成し、その情報を端
末１００へ送信する。その後、端末１００は、遷移指示情報に基づく画面表示の遷移を行
う。
【０１７５】
　次に、調理機器２００が調理用温度計である場合について説明する。例えば、端末１０
０の出力部１３において「肉の中心が５０度になるまで熱して下さい」というメッセージ
を含む調理工程画像が表示され、そのメッセージを見たユーザが肉の中心に調理用温度計
を挿入し、その肉の加熱を行ったとする。調理用温度計は、５０度を検知すると、順遷移
を指示する遷移指示情報を生成し、その情報を端末１００へ送信する。その後、端末１０
０は、遷移指示情報に基づく画面表示の遷移を行う。
【０１７６】
　＜変形例６＞
　上記実施の形態１～４では、端末１００と通信する機器を調理機器２００または調理器
具３００（以下、便宜上、調理機器２００として説明する）としたが、これに限定されな
い。端末１００と通信する機器は、例えば、複数の工程からなる作業（例えば、家具等の
組み立て、電子機器等の設定など）を行う際に使用される機器であればよい。または、端
末１００と通信する機器は、例えば、ユーザがキッチンにいながらテレビの音声または音
楽などを聞くことができるキッチンスピーカであってもよい。キッチンスピーカにおける
通常操作は、例えば、テレビのチャンネルの選局または音楽の選曲を指示する操作である
。
【０１７７】
　以上、本発明に係る実施の形態１～４の変形例を説明した。なお、上記変形例は任意に
組み合わせてもよい。
【０１７８】
　＜コンピュータプログラムによる実現例＞
　以上、本発明に係る実施形態および変形例について図面を参照して詳述してきたが、上
述した端末１００および調理機器２００、調理器具３００（以下、各装置という）等の各
機能は、コンピュータプログラムにより実現され得る。
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【０１７９】
　図１５は、各部の機能をプログラムにより実現するコンピュータのハードウェア構成を
示す図である。このコンピュータ１０００は、入力ボタン、タッチパッドなどの入力装置
１００１、ディスプレイ、スピーカなどの出力装置１００２、ＣＰＵ（Central Processi
ng Unit）１００３、ＲＯＭ（Read Only Memory）１００４、ＲＡＭ（Random Access Mem
ory）１００５を備える。また、コンピュータ１０００は、ハードディスク装置、ＳＳＤ
（Solid State Drive）などの記憶装置１００６、ＤＶＤ－ＲＯＭ（Digital Versatile D
isk Read Only Memory）、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）メモリなどの記録媒体から情
報を読み取る読取装置１００７、ネットワークを介して通信を行う送受信装置１００８を
備える。上述した各部は、バス１００９により接続される。
【０１８０】
　そして、読取装置１００７は、上記各部の機能を実現するためのプログラムを記録した
記録媒体からそのプログラムを読み取り、記憶装置１００６に記憶させる。あるいは、送
受信装置１００８が、ネットワークに接続されたサーバ装置と通信を行い、サーバ装置か
らダウンロードした上記各部の機能を実現するためのプログラムを記憶装置１００６に記
憶させる。
【０１８１】
　そして、ＣＰＵ１００３が、記憶装置１００６に記憶されたプログラムをＲＡＭ１００
５にコピーし、そのプログラムに含まれる命令をＲＡＭ１００５から順次読み出して実行
することにより、上記各部の機能が実現される。また、プログラムを実行する際、ＲＡＭ
１００５または記憶装置１００６には、各実施の形態で述べた各種処理で得られた情報が
記憶され、適宜利用される。
【産業上の利用可能性】
【０１８２】
　本発明は、複数の工程からなる作業の際に使用される加熱調理装置、情報表示装置、制
御方法、調理器具、およびコンピュータプログラムに用いるのに好適である。
【符号の説明】
【０１８３】
　１０　通信部
　１１　記憶部
　１２　制御部
　１３　出力部
　１４　判定部
　２０　入力部
　２１　制御部
　２２　機能部
　２３　切替部
　２４　記憶部
　２５　通信部
　２６　センサ
　２７　加熱部
　２９　リンク状態管理部
　３０　入力部
　３１　制御部
　３２　切替部
　３３　記憶部
　３４　通信部
　３５　リンク状態管理部
　１００　端末
　２００　調理機器
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　３００　調理器具
　１０００　コンピュータ
　１００１　入力装置
　１００２　出力装置
　１００３　ＣＰＵ（Central Processing Unit）
　１００４　ＲＯＭ（Read Only Memory）
　１００５　ＲＡＭ（Random Access Memory）
　１００６　記憶装置
　１００７　読取装置
　１００８　送受信装置
　１００９　バス

【図１】 【図２】
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